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愛知大学 GOKEN NEWS NO．7 Ｇ管理 担当：加藤
品ではなく、監督のDJからCM監督といった経歴
を反映して、エンターテイメント性にも溢れてい
る。特に、全編に流れる音楽はメキシコの伝統的
音楽マリアッチではなく、ロック・エン・エスパ
ニョールと呼ばれるスペイン語のロックであり、
画面に臨場感を出している。メキシコ人は音楽好
きであり、街には音楽が溢れているが、その多く
は決して伝統的な音楽ではなく、米国のロックが
ラテン風にアレンジされ、独自の進化を遂げたも
のなのである。
また、どこか土着的な雰囲気も魅力的である。
話題を呼んだハリウッド映画?メキシカン?や?ト
ラフィック?もメキシコを舞台にしている。しか
し、この映画はこれらの映画と根本的に異なる土
着的な雰囲気がある。この映画と比較すると、上
記の２つの映画はメキシコの外面的な部分しか捉
えていないと感じる。?トラフィック?は筆者も作
品的には非常に優れていると思うが、そこで描か
れるメキシコはハリウッド映画の粋を出ておらず、
当然のことながら、米国人からみたメキシコなの
である。社会階層や文化を知ることは語学を学ぶ
上で不可欠であると思うが、この映画はそういっ
た意味で非常に優れた題材であるといえる。また、
映画を通じて、日本人が意識しにくい階層といっ
た見えない壁の一端を理解できるかもしれない。
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